
▲オーケストラ編曲され
た校歌を歌う生徒ら

▲指揮を体験した二井上 
琥
くりゅう

琉君(左写真)と黒田 
霧
き り と

都君(右写真)
▲海水浴、プールだけでなく、キッチンカーやワークショップなどの催
しも充実

▲水着のみ、着衣、ライフジャケットを着用しての実習、水辺で溺れた人
の助け方など、2時間かけて学習しました

ってみはら知 伝えたい。知ってほしい。三原の出来事を発信!!

7月13日

7月8日

6月21日

7月13日

　すなみ海浜公園で海開きが行われ、当日は市内外から訪れた
子どもたちが元気いっぱい海水浴を楽しみました。海水浴場は
北側と南側の2カ所あり、海の家や地元飲食店などがキッチン
カーを運営。海水浴が不安な子ども向けには、噴水付きの水遊
び場と水深50㎝と70㎝の幼児用プールもあります。海水浴場
は8月18日(日)、幼児用プールは25日(日)までの運営です。

　みはら市民大学が教養講座を開催しました。この講座は市民
大学の学生が対象で、ねずみ講やマルチ商法への注意を促すも
のです。当日は約160人が参加。市では5月以降、SNSを通じて
高額金銭をだまし取られる事件が複数件発生しており、注意が
必要です。市民大学ではこうした教養講座のほか、35の教科を
開講。生徒募集は毎年2月に行いますが、見学は随時可能です。

　文化庁の舞台芸術総合支援事業として、広島交響楽団が宮浦
中学校で巡回公演を行いました。全校生徒と保護者ら約300人
が参加。生徒らは手拍子で演奏を盛り上げたり、オーケストラ
編曲された校歌を歌ったりと充実した時間を過ごしました。指
揮を体験した吹奏楽部の二井上 琥琉君は「貴重な経験を生か
し、コンクールで金賞を取れるよう頑張る」と語りました。

　海や川でのレジャーが増えるこの時期は、水に関する事故が
多く発生します。夏休みを控え、少年消防クラブ員が服を着た
まま水に浮いた状態で助けを待つ「着衣泳」の訓練に挑みまし
た。空のペットボトルや運動靴で体が浮く体験をし、正しい背
浮きや体力を温存する移動法などを学びました。水辺に出掛け
る前に、プールなどで実践してみましょう。

■■問　観光課
(■■TEL 0848-67-6014)

■■問　生涯学習課(■■TEL 0848-67-6147)、
みはら市民大学(■■TEL 0848-64-6868)

■■問　学校教育課
(■■TEL 0848-67-6154)

■■問　消防本部予防課
(■■TEL 0848-64-5927)

夏本番、すなみ海浜公園で遊ぼう 宮浦中に広響がやって来た！

水辺でのもしも、で命を守るためにうまい話にご用心！
市民大学が教養講座を開催
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